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リモートボリュームミラーリング

SANtricity Remote Storage Volumesの詳細

SANtricity ® リモートストレージボリューム機能を使用して、リモートストレージデバ
イスからローカルの E シリーズボリュームにデータを直接インポートできます。この機
能は、機器のアップグレードプロセスを合理化し、 E シリーズ以外のデバイスから E シ
リーズシステムにデータを移動するためのデータ移行機能を提供します。

設定の概要

リモートストレージボリューム機能は、選択したサブモデル ID の SANtricity System Manager で使用できま
す。この機能を使用するには、リモートストレージシステムと E シリーズストレージシステムが相互に通信
できるように設定する必要があります。

次のワークフローを使用します。

1. "要件と制限事項を確認します"。

2. "ハードウェアを設定する"。

3. "リモートストレージをインポートします"。

SANtricityリモートストレージボリュームは、現在E4000システムではサポートされていませ
ん。

詳細については、こちらをご覧ください

• オンラインヘルプ。 System Manager ユーザインターフェイスまたはで参照できます "SANtricity ソフト
ウェアドキュメントサイト"。

• リモートストレージボリューム機能の技術情報については、を参照してください "Remote Storage

Volumes テクニカルレポート"。

SANtricityリモートストレージボリュームを使用するための要
件および制限事項

リモートストレージボリューム機能を設定する前に、次の要件と制限事項を確認してく
ださい。

ハードウェア要件

サポートされているプロトコル

リモートストレージボリューム機能の初回リリースでは、 iSCSI プロトコルと IPv4 プロトコルのみがサポー
トされます。

を参照してください "NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます" リモートストレージボリューム機能
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で使用されるホストと E シリーズ（デスティネーション）アレイの間の最新のサポート情報と構成情報。

ストレージシステムの要件

E シリーズストレージシステムには次のものが必要です。

• 2 台（デュプレックスモード）

• 1 つ以上の iSCSI 接続を介して両方の E シリーズコントローラがリモートストレージシステムと通信する
ための iSCSI 接続

• SANtricity OS 11.71 以降

• サブモデル ID （ SMID ）で有効化されたリモートストレージ機能

リモートシステムには、 E シリーズストレージシステムと別のベンダーのシステムを使用できます。iSCSI 対
応のインターフェイスを含める必要があります。

ボリューム要件：

インポートに使用するボリュームは、サイズ、ステータス、およびその他の条件の要件を満たしている必要が
あります。

リモートストレージボリューム

インポートのソースボリュームを「リモートストレージボリューム」と呼びます。 このボリュームは次の条
件を満たしている必要があります。

• 別のインポートに含めることはできません

• オンラインステータスである必要があります

インポートが開始されると、コントローラファームウェアによってリモートストレージボリュームがバックグ
ラウンドで作成されます。そのため、リモートストレージボリュームは System Manager では管理できず、
インポート処理にのみ使用できます。

作成されたリモートストレージボリュームは、 E シリーズシステム上の他の標準ボリュームと同様に扱われ
ますが、次の例外があります。

• リモートストレージデバイスのプロキシとして使用できます。

• 他のボリュームコピーや Snapshot の候補として使用することはできません。

• インポートの実行中は Data Assurance 設定を変更できません。

• ホストはインポート処理専用に予約されているため、どのホストにもマッピングできません。

各リモートストレージボリュームは 1 つのリモートストレージオブジェクトにのみ関連付けられます。ただ
し、 1 つのリモートストレージオブジェクトを複数のリモートストレージボリュームに関連付けることがで
きます。リモートストレージボリュームは、次の組み合わせによって一意に識別されます。

• リモートストレージのオブジェクト ID

• リモートストレージデバイスの LUN 番号
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ターゲットボリュームの候補

ターゲットボリュームが、ローカルの E シリーズシステムのデスティネーションボリュームです。

デスティネーションボリュームは、次の条件を満たしている必要があります。

• RAID / DDP ボリュームである必要があります。

• リモートストレージボリュームと同じかそれ以上の容量が必要です。

• リモートストレージボリュームと同じブロックサイズが必要です。

• 有効な状態（最適）である必要があります。

• ボリュームコピー、 Snapshot コピー、非同期ミラーリング、同期ミラーリングの関係を確立することは
できません。

• 再設定処理を実行できません：動的ボリューム拡張、動的容量拡張、動的セグメントサイズ、動的 RAID

移行、動的な容量削減、 最適化。

• インポートを開始する前にホストにマッピングすることはできません（ただし、インポートの開始後にマ
ッピングすることはできます）。

• Flash Read Cached （ FRC ）を有効にできません。

System Manager は、リモートストレージのインポートウィザードの一環として、これらの要件を自動的にチ
ェックします。デスティネーションボリュームを選択する際には、すべての要件を満たすボリュームだけが表
示されます。

制限事項

リモートストレージ機能には、次の制限事項があります。

• ミラーリングを無効にする必要があります。

• E シリーズシステムのデスティネーションボリュームに Snapshot が存在しないようにします。

• インポートを開始する前に、 E シリーズシステムのデスティネーションボリュームをホストにマッピング
しないでください。

• E シリーズシステムのデスティネーションボリュームでリソースプロビジョニングが無効になっている必
要があります。

• リモートストレージボリュームをホストまたは複数のホストに直接マッピングすることはできません。

• Web Services Proxy はサポートされていません。

• iSCSI CHAP シークレットはサポートされません。

• SMcli はサポートされません。

• VMware データストアはサポートされません。

• インポートペアが存在する場合、関係 / インポートペアにあるストレージシステムは一度に 1 つだけアッ
プグレードできます。

プロダクションインポートの準備

本番環境のインポートの前にテストインポートまたは「リハーサル」を実行して、ストレージとファブリック
が適切に構成されていることを確認する必要があります。
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インポート処理および完了時間には、多くの変数が影響を及ぼす可能性があります。プロダクションインポー
トが正常に完了し、継続時間の見積もりが得られるように、これらのテストインポートを使用して、すべての
接続が想定どおりに機能していること、およびインポート処理が適切な時間で完了していることを確認できま
す。その後、プロダクションインポートを開始する前に、目的の結果を得るための調整を行うことができま
す。

SANtricity Remote Storage Volumesのハードウェアの設定

サポートされる iSCSI プロトコルを使用してリモートストレージシステムと通信できる
ように E シリーズストレージシステムを設定する必要があります。

リモートストレージデバイスと E シリーズアレイを設定

SANtricity システムマネージャに進んでリモートストレージボリューム機能を設定する前に、次の手順を実行
します。

1. E シリーズシステムとリモートストレージシステムの間に、接続された接続を手動で確立して、 2 つのシ
ステムが iSCSI 経由で通信するように設定できるようにします。

2. iSCSI ポートを設定して、 E シリーズシステムとリモートストレージシステムが相互に通信できるように
します。

3. E シリーズシステムの IQN を取得します。

4. E シリーズシステムをリモートストレージシステムから認識できるようにします。リモートストレージシ
ステムが E シリーズシステムの場合は、デスティネーションの E シリーズシステムの IQN をホストポー
トの接続情報として使用してホストを作成します。

5. リモートストレージデバイスがホスト / アプリケーションによって使用されている場合は、次の手順を実
行します。

◦ リモートストレージデバイスへの I/O を停止します。

◦ リモートストレージデバイスのマッピングを解除 / アンマウントします。

6. E シリーズストレージシステム用に定義されたホストに、リモートストレージデバイスをマッピングしま
す。

7. マッピングに使用されているデバイスの LUN 番号を取得します。

推奨：インポートプロセスを開始する前にリモートソースボリュームをバックアップしてくだ
さい。

ストレージアレイをケーブル接続します

セットアッププロセスでは、ストレージアレイと I/O ホストを iSCSI 互換インターフェイスにケーブル接続す
る必要があります。

次の図は、 iSCSI 接続を介してリモートストレージボリューム操作を実行するようにシステムをケーブル接
続する方法の例を示しています。
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iSCSI ポートを設定

ターゲット（ローカルの E シリーズストレージアレイ）とソース（リモートストレージアレイ）の間の通信
を確保するために、 iSCSI ポートを設定する必要があります。
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iSCSI ポートは、サブネットに基づいて複数の方法で設定できます。次に、リモートストレージボリューム
機能で使用する iSCSI ポートの設定方法について、いくつかの例を示します。

ソース A ソース B ターゲット A ターゲット B

10.10.1.100/22 10.10.2.100/22 10.10.1.101/22 10.10.2.101/22

ソース A ソース B ターゲット A ターゲット B

10.10.0.100/16 10.10.0.100/16 10.10.0.101/16 10.10.0.101/16

SANtricityリモートストレージボリューム用のリモートストレ
ージのインポート

リモートシステムからローカルの E シリーズストレージシステムへのストレージのイン
ポートを開始するには、 SANtricity System Manager ユーザインターフェイスでリモー
トストレージのインポートウィザードを使用します。

必要なもの

• E シリーズストレージシステムがリモートストレージシステムと通信できるように設定されている必要が
あります。を参照してください "ハードウェアを設定する"。

• リモートストレージシステムについて、次の情報を収集します。

◦ iSCSI IQN

◦ iSCSI IP アドレス

◦ リモートストレージデバイス（ソースボリューム）の LUN 番号

• ローカルの E シリーズストレージシステムの場合、データのインポートに使用するボリュームを作成また
は選択します。ターゲットボリュームが、次の要件を満たしている必要があります。

◦ リモートストレージデバイス（ソースボリューム）のブロックサイズと一致します。

◦ には、リモートストレージデバイスと同じかそれ以上の容量が必要です。

◦ の状態が「最適」で、利用可能です。要件の一覧については、を参照してください "要件と制限事項
"。

• 推奨：インポートプロセスを開始する前に、リモートストレージシステムのボリュームをバックアップし
てください。

このタスクについて

このタスクでは、リモートストレージデバイスとローカルの E シリーズストレージシステム上のボリューム
の間のマッピングを作成します。設定が完了すると、インポートが開始されます。

多くの変数がインポート操作とその完了時間に影響を与える可能性があるため、最初は小さ
い「テスト」インポートを実行する必要があります。これらのテストを使用して、すべての接
続が想定どおりに機能し、インポート処理が適切な時間で完了することを確認します。

手順
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1. SANtricity システム・マネージャーで、 * ストレージ > リモート・ストレージ * をクリックします。

2. [ リモートストレージのインポート ] をクリックします。

リモートストレージをインポートするためのウィザードが表示されます。

3. ソースの設定パネルの手順 1a で、接続情報を入力します。

a. [ * 名前 * ] フィールドに、リモート・ストレージ・デバイスの名前を入力します。

b. iSCSI 接続プロパティ * で、リモートストレージデバイスに対して IQN 、 IP アドレス、およびポート
番号（デフォルトは 3260 ）を入力します。

別の iSCSI 接続を追加する場合は、 * + 別の IP アドレスを追加 * をクリックして、リモートストレー
ジの IP アドレスを追加します。完了したら、 * 次へ * をクリックします。

[ 次へ ] をクリックすると、 [ ソースの設定 ] パネルの手順 1b が表示されます。

4. [LUN] フィールドで ' リモート・ストレージ・デバイスに使用するソース LUN を選択し '[ 次へ ] をクリッ
クします

ターゲットの設定パネルが開き、インポートのターゲットとして使用するボリューム候補が表示されま
す。ブロックサイズ、容量、またはボリュームの可用性が原因で、一部のボリュームが候補のリストに表
示されません。

5. E シリーズストレージシステムのターゲットボリュームを表から選択します。必要に応じて、スライダを
使用してインポートの優先度を変更します。「 * 次へ * 」をクリックします。「 continue 」と入力し、「
* Continue * 」をクリックして、次のダイアログボックスで操作を確認します。

ターゲットボリュームの容量がソースボリュームよりも大きい場合、 E シリーズシステムに接続されてい
るホストにはその容量は報告されません。新しい容量を使用するには、インポート処理が完了して切断さ
れたあとに、ホストでファイルシステムの拡張処理を実行する必要があります。

ダイアログで設定を確定すると、 [ レビュー（ Review ） ] パネルが表示されます。

6. Review （レビュー）画面で、指定したリモートストレージデバイス、ターゲット、およびインポート設
定が正しいことを確認します。[ 完了 ] をクリックして ' リモート・ストレージの作成を完了します

別のインポートを開始するかどうかを確認するダイアログボックスが表示されます。

7. 必要に応じて、 * はい * をクリックして別のリモートストレージインポートを作成します。[ はい ] をクリ
ックすると、 [ ソースの設定 ] パネルの手順 1a に戻ります。ここで、既存の構成を選択するか、新しい構
成を追加できます。別のインポートを作成しない場合は、「 * いいえ」をクリックしてダイアログを終了
します。

インポートプロセスが開始されると、ターゲットボリューム全体がコピーされたデータで上書きされま
す。ホストがこのプロセス中にターゲットボリュームに新しいデータを書き込むと、その新しいデータは
リモートデバイス（ソースボリューム）に伝播されます。

8. リモートストレージパネルの View Operations （操作の表示）ダイアログで、操作の進行状況を表示しま
す。

インポート処理が完了するまでの時間は、リモートストレージシステムのサイズ、インポートの優先度設
定、ストレージシステムと関連するボリュームの両方の I/O 負荷の量によって異なります。インポートが
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完了すると、ローカルボリュームがリモートストレージデバイスの複製になります。

9. 2 つのボリューム間の関係を解除する準備ができたら、インポートオブジェクトの「処理を実行中」ビュ
ーで「 * 切断」を選択します。関係が切断されると、ローカルボリュームのパフォーマンスは通常の状態
に戻り、リモート接続による影響はなくなります。

SANtricityリモートストレージボリュームのインポートの進捗
状況を管理します。

インポートプロセスが開始されると、進行状況を表示して対処することができます。

インポート処理ごとに、 Operations in Progress ページには、完了率と推定残り時間が表示されます。処理に
は、インポートの優先順位の変更、処理の停止と再開、および処理との切断が含まれます。

進行中の操作は、ホームページ（ * Home > Show operations in progress * ）から表示すること
もできます。

手順

1. SANtricity システムマネージャで、リモートストレージページに移動し、 * View Operation* を選択しま
す。

[ 処理を実行中 ] ダイアログが表示されます。

2. 必要に応じて、 [ アクション ] 列のリンクを使用して、オペレーションの停止と再開、優先度の変更、ま
たはオペレーションからの切断を行います。

◦ * 優先度の変更 * –「優先度の変更」を選択して、処理中または保留中の処理の優先度を変更します。
オペレーションに優先度を適用し、 * OK * をクリックする。

◦ * 停止 * - リモート・ストレージ・デバイスからのデータのコピーを一時停止するには、 * 停止 * を選
択します。インポートペア間の関係はそのままです。インポート操作を続行する準備ができたら、 *

再開 * を選択できます。

◦ * 再開 * - 停止したプロセスまたは停止したプロセスを中断した時点から開始するには、 [* 再開 ] を選
択します。次に、レジューム操作に優先度を適用し、 * OK * をクリックします。

再開操作は、インポートを最初から * 再開しません * 。最初からプロセスを再開する場合は、「 * 切
断」を選択し、リモートストレージのインポートウィザードを使用してインポートを再作成する必要
があります。

◦ * 切断 * –停止、完了、または失敗したインポート処理のソースボリュームとデスティネーションボリ
ュームの関係を解除するには、「 * 切断」を選択します。

SANtricityリモートストレージボリュームのリモートストレー
ジ接続設定を変更します。

設定の表示 / 編集オプションを使用して、任意のリモートストレージ構成の接続設定を
編集、追加、または削除できます。

接続プロパティを変更すると、実行中のインポートに影響します。中断を避けるため、インポートが実行され
ていないときにのみ接続プロパティを変更してください。
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手順

1. SANtricity システムマネージャのリモートストレージ画面で、結果リストセクションから目的のリモート
ストレージオブジェクトを選択します。

2. [* 設定の表示 / 編集 * ] をクリックします。

Remote Storage Settings （リモートストレージ設定）画面が表示されます。

3. [ 接続のプロパティ *] タブをクリックします。

リモートストレージのインポート用に設定されている IP アドレスとポートの設定が表示されます。

4. 次のいずれかを実行します。

◦ * 編集 * - リモート・ストレージ・オブジェクトの対応するライン・アイテムの横にある * 編集 * をク
リックします変更した IP アドレスまたはポート情報をフィールドに入力します。

◦ * Add * – * Add * をクリックし、表示されるフィールドに新しい IP アドレスとポート情報を入力しま
す。[ * 追加 ] をクリックして確定すると、リモートストレージオブジェクトのリストに新しい接続が
表示されます。

◦ * 削除 * - リストから目的の接続を選択し、 * 削除 * をクリックします。表示されたフィールドに「削
除」と入力して操作を確認し、「削除」をクリックします。リモートストレージオブジェクトのリス
トから接続が削除されます。

5. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

変更した接続設定がリモートストレージオブジェクトに適用されます。

SANtricity Remote Storage Volumesのリモートストレージオ
ブジェクトを削除する

インポートの完了後、ローカルデバイスとリモートデバイス間でデータをコピーする必
要がなくなった場合は、リモートストレージオブジェクトを削除できます。

手順

1. 削除するリモートストレージオブジェクトにインポートが関連付けられていないことを確認してくださ
い。

2. SANtricity システムマネージャのリモートストレージ画面で、結果リストセクションから目的のリモート
ストレージオブジェクトを選択します。

3. [ 削除（ Remove ） ] をクリックします。

[ リモートストレージ接続の削除の確認 ] ダイアログが表示されます。

4. 「 re move 」と入力し、「 * Remove 」をクリックして操作を確認します。

選択したリモートストレージオブジェクトが削除されます。
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